
別記様式第７号（別記１の第６の１、別記２の第５、別記３の第５、別記４の第６関係）

山口県（都府道）
１　被害防止計画の作成数、特徴等

　県内全ての市町（19市町）において、被害防止計画が作成されている。
　このうち、萩市と阿武町が広域の被害防止計画を作成している。

２　事業効果の発現状況
　各地区の対策協議会を中心に対策を実施しており、シカにおいては、R５～R７年の被害防止計画に掲げている捕獲目標に対し、許可捕獲の実績が約94％となっている。
　このように、本事業における有害捕獲、侵入防止柵の整備及び緊急捕獲活動等に取り組みは一定の成果を得ている。

３　被害防止計画の目標達成状況
　４の評価対象のうち、被害防止計画のj被害金額の目標達成は８協議会、被害面積の目標達成は６協議会であった。

４　各事業実施地区における被害防止計画の達成状況

（協議会名） 現状値 目標値 実績値 割合 達成率 現状値 目標値 実績値 達成率

有害捕獲 ・狩猟免許講習会の開催　参加47名
・捕獲機材購入11基
・射撃研修会開催　参加　133名

イノシシ 42,643 33,000 41,790 30% 9% 34.79 26.96 30.32 57%
鳥獣被害防止施設 　金網柵　　7,201m

　電気柵　　6,348m
　ＷＭ柵　 46,268m

R6/3

シカ 75,888 58,800 76,869 55% -6% 42.84 33.20 42.32 5%
緊急捕獲活動 イノシシ　　996頭

シカ　　　1,876頭

ニホンザル 26,440 18,500 20,517 15% 75% 8.25 5.77 4.59 148%
有害捕獲 ・狩猟免許講習会の開催　参加40名

・捕獲機材購入 7基
・射撃研修会開催　参加　137名

ヒヨドリ 781 540 691 0% 37% 0.20 0.14 0.10 167%
鳥獣被害防止施設 　金網柵　　5,453m

　電気柵　　4,550m
　ＷＭ柵　 75,440m

R7/3

カラス 642 445 151 0% 249% 0.16 0.11 0.06 200%
緊急捕獲活動 イノシシ　1,157頭

シカ　　　1,688頭

有害捕獲

鳥獣被害防止施設

緊急捕獲活動

　ＷＭ柵　 63,080m

イノシシ　　681頭
シカ　　　2,583頭

R8/3

有害捕獲 ・足くくり罠研修　20人
・狩猟免許取得費補助　6人
・射撃訓練研修　34人 イノシシ

15,228 10,660 16,309 88% -24% 15.44 10.80 11.70 81%
鳥獣被害防止施設 ＷＭ柵　10,355ｍ

電気柵　2,250ｍ
R5/10

サル

3,747 2,623 0 0 333% 2.36 1.65 0 332%
緊急捕獲活動 イノシシ　716

サル　49
シカ　15 シカ

213 149 192 1% 33% 0.08 0.05 0.10 -67%
有害捕獲 ・狩猟免許取得費補助　5人

・射撃訓練研修　38人
タヌキ

2,270 1,589 0 0 333% 1.20 0.84 0 333%
緊急捕獲活動 イノシシ　300

サル　49
シカ　10 ヌートリア

322 225 0 0 332% 0.33 0.23 0 330%
有害捕獲 ・狩猟免許取得費補助　8人

・射撃訓練研修　33人
カラス

1,362 953 0 0 333% 0.46 0.32 0 329%
鳥獣被害防止施設 ＷＭ柵　7,035ｍ R8/3

ドバト

120 84 0 0 333% 0.12 0.08 0 300%
緊急捕獲活動 イノシシ　498

サル　138
シカ　12 ヒヨドリ

5,536 3,875 1,268 7% 257% 2.82 1.97 0.50 273%

スズメ

589 412 685 4% -54% 0.60 0.42 0.50 56%
有害捕獲

被害防除

サル大型囲いわな　２基
イノシシ用箱わな　2基

被害防止対策研修会　１地域
サル

1,543 1,236 868 5% 220% 0.71 0.57 0.21 357%
鳥獣被害防止施設 ＷＭ柵　10,413ｍ

金網柵　2,250m
R6/3

イノシシ

12,238 9,803 16,326 86% -168% 10.22 8.19 12.72 -123%
緊急捕獲活動

ノウサギ

30 21 20 0% 111% 0.02 0.01 0.01 100%

タヌキ

174 121 24 0% 283% 0.1 0.07 0 333%
有害捕獲

被害防除

サル用箱わな　1基

被害防止対策研修会　１地域
サル追い払い活動

ツキノワグマ

360 251 482 3% -112% 0.01 0.01 0.07 -
ICT等新技術の活用

鳥獣被害防止施設

サル用GPSロガー一式　（ロガー2基、ソフト等）

ＷＭ柵　3,585ｍ
電気柵　1,796m R7/2

アナグマ

0 0 150 1% - 0 0 0.02 -
緊急捕獲活動

ヒヨドリ

115 80 117 1% -6% 0.03 0.01 0.06 -150%

スズメ

0 0 30 0% - 0 0 0.02 -

　サルについては、前回の
事業評価で、被害金額及
び被害面積ともに大幅な
減少をみせていたが、今回
も同様に被害額及び被害
面積が大幅に減少してい
る。これは、追い払いの実
践等によるものと考えてお
り、継続して実践していた
だきたい。
　なお、県としても高齢化、
省力、効率化対策として、
ドローンによる追い払いの
実証を実施しているところ
である。
　一方、イノシシについて
は、前回の事業評価と同
様に基準年を上回る被害
が発生しており、更なる対
策強化を図っていく必要が
ある。
　効果的に被害を減少させ
ていくために、加害個体の
捕獲、侵入防止柵の整備、
生息環境管理など総合的
な対策に努め、地域ぐるみ
の被害防止活動の取組を
推進していただきたい。

※総合支援チェックシート
及び鳥獣被害防止対策
シート全て実施

猟友会による有害鳥獣捕獲活動や侵入防止柵の導入継続により鳥獣による農業被
害について、全体的には減少傾向にある。しかし、イノシシによる被害は増加してい
る。侵入防止柵が設置されていない耕作地への対策やICT機器の効果的な活用な
ど、今後の課題が多く残されている

計画全体では、被害金額が基準年の29,387千円から18,454千円、被害面積が
23.41haから12.80haへ減少し、令和7年度目標を達成している。特に、サル、タヌキ、
ヌートリア、カラス、ハト類及びヒヨドリでは被害が大きく減少しており、これまでの取

組の成果として高く評価できる。
被害の中心であるイノシシについては、被害面積は15.44haから11.70haへ減少した
が、目標の10.80haには達していない。被害金額についても基準の15,228千円から

16,309千円へ増加している。このため、全体としては目標を達成したが
イノシシについては更なる被害対策が必要である。計画のイノシシの捕獲目標は年
間1,060頭であるが、評価書に記載された捕獲実績の合計は、令和6年度及び令和7
年度ともに下回っていることから、被害発生地域や出没状況を把握し、ICT機器等を
活用し効果的な捕獲場所や捕獲時期を把握して、捕獲効率の向上を図る必要があ

る。
防護対策についても、計画ではワイヤーメッシュ柵12,500m、電気柵2,500mを毎年
度整備することとしているが、評価書では整備量が下回っている。侵入防止柵は、
捕獲だけでは防ぐことが不可能な農地への被害を効果的に防ぐ対策であるので、
新たに被害が発生している地域に優先順位をつけて整備を進めることが重要であ
る。柵の設置後は、草刈り、点検、補修を見回りにより適切に実施し、効果を持続さ

せる取り組みを支援する必要がある。
また、宇部市の計画では、被害発生地域において地域ぐるみで「捕獲」「防護」「生息
地管理」に取り組むこととしている。評価期間中には、瓜生野地区、下棯小野地区、
上棯小野地区において出前講座や集落点検が実施され、地域住民が課題を整理し
対策の助言を受けて、環境整備を実行したことは評価できる。今後は、地域ぐるみ
の取組を他の被害の大きい他地域に横展開し、耕作放棄地の草刈り、山際の手前
刈り、誘引源の除去等について、実施地区数と整備面積により効果を評価すること

が望まれる。

緊急捕獲の実施により、各種獣種の捕獲が進んであり、被害軽減の一助となっている。
また、防止柵設置箇所では、鳥獣による農作物被害がなくなった。

鳥獣による農作物被害については、被害金額及び被害面積のいずれにおいても目
標を達成することができなかった。主な要因はイノシシによる被害であり、侵入防止
柵を設置している地域においては一定の抑制効果が確認されているものの、個体
数の増加及び生息域の拡大が進んでいるものと考えられ、これまで被害が確認さ
れていなかった地域においても被害が拡大している状況である。
このため、鳥獣被害防止計画の見直しを行い、特にイノシシ被害に係る対策につい
て、被害状況や地域の実情を踏まえたうえで再検討を行う必要がある。

計画期間終了時の被害金額は18,970千円、被害面積は13.27haとなり、目標である
12,066千円、8.92haは達成できていない。一方、サルは被害金額が1,236千円の目
標に対して868千円、被害面積0.57haの目標に対して0.21haまで減少しており、ノウ
サギ、タヌキについても目標を達成するなど、鳥獣種によっては対策の成果が認め
られる。
全体の目標未達成の大きな要因はイノシシであり、被害金額は基準年12,238千円
から16,326千円、被害面積は10.22haから12.72haへ増加している。ただし、有害捕獲
を継続するとともに、防護柵についても金属フェンス、ワイヤーメッシュ柵、電気柵等
の整備は進んでいる。特に、防護柵を設置した箇所では農作物被害がなくなったと
いう一定の効果が認められる。
また、計画では電気柵等5km、金網柵10km、ワイヤーメッシュ柵20kmを毎年度整備
することとしており、3年間の計画105kmに対して実績は約21kmである。このことか
ら、防護柵は設置箇所周辺では効果があるが、被害地域全体に整備が行き届いて
なかったことが、目標を達成できなかった要因である。
また、山口市鳥獣被害防止計画では、野生鳥獣の被害軽減について「防護柵・捕
獲・地域の環境整備」の3本柱を基本としている。評価期間中は捕獲と防護について
は実績があり、仁保地区では放任果樹等の伐採や緩衝帯整備も実施されている
が、イノシシ被害地域での環境整備の実施ができていない。
今後は、被害が増加している地域を優先し、防護柵の整備・維持管理、捕獲、誘引
軒の除去や緩衝帯整備等を地域ぐるみの総合的な対策として進めることが重要で
ある。サル対策など効果があった仁保地域の取組については、ノウハウを整理して
他の被害地域へ横展開することが期待される。

防止柵や捕獲檻、ICT機器を活用した捕獲等により農作物被害の抑制に努めている。
狩猟免許取得費補助金については、猟友会員の増員に繋がり、今後の駆除活動に貢献できる。

イノシシ　652
シカ　9
サル　82
タヌキ　17
カラス類　4
ヒヨドリ　28
カワウ　6
アナグマ　10
アライグマ　13
ノウサギ　3

R5

イノシシ　615
シカ　17
サル　75
タヌキ　15
ヒヨドリ　19
アナグマ　19
アライグマ　29
ヌートリア　1

R6

宇部市有害鳥獣捕獲対策協議会

事業効果

被害防止計画の目標と実績

事業実施主体の評価 第三者の意見被害面積

R5

鳥獣被害防止総合支援事業、鳥獣被害防止都道府県活動支援事業、都道府県広域捕獲活動支援事業、鳥獣被害防止緊急捕獲活動支援事業の評価報告（令７年度報告）

事業実施主体名
対象
地域

実施
年度

対象
鳥獣

事業内容 事業量 管理主体
供用
開始

利用率・
稼働率

都道府県の評価被害金額
対象鳥獣

令和５年度～令和７年度の被害防止計画を達成するため、下関市鳥獣被害対策実
施隊による有害獣の捕獲及び農林地への侵入防止柵の設置等の有害鳥獣対策を
実施した。
まず獣類について、イノシシ、シカのいずれも被害金額・被害面積の目標を達成す
ることはできなかった。これら２獣種による被害は、侵入防止柵設置地域では一定
の抑制の効果が確認されているが、個体数の増加、生息域の拡大が進んでいるも
のとみられ、これまで被害の無かった地域に被害が拡大しており、このことが被害
額・面積の目標を達成できなかった原因であると考えられる。特にシカに関しては、
捕獲頭数を大幅に増やしているにもかかわらず、被害額は基準年度の実績値よりも
上昇する結果となっており、今後、各種対策をなお一層推進することが必要であると
思われる。
また、当市においては、猟友会の高齢化と担い手不足の解消や、捕獲活動の省力
化に対する支援として、令和７年度は新規捕獲隊員確保支援事業、捕獲活動省力
化支援事業、ハンティングドローン実証支援事業及び簡易的な集合的埋設設備の
設置事業に取り組んだ。
また、有害獣対策には、捕獲と防護の取り組みを継続していくことと併せて、地元集
落ごとに住民自らが自主的な取り組みを行うことが重要であることから、このことを
周知する活動もより強化して行っていく。

被害全体は、基準年度の146,394千円・86.24haから140,018千円・77.39haに減少し
た。目標には届かなかったが、捕獲と防護柵の効果は認められる。特にサルの被害
面積は大幅に減少し目標を達成した。カラスも被害額、被害面積ともに目標を達成
している。
捕獲では、3年間で捕獲罠28基を導入し、狩猟免許講習会、射撃研修会に多数が
参加している。令和7年度にはハンティングドローンを3回実証し、22頭を捕獲したほ
か、集合埋設設備を2基設置している。捕獲従事者の確保と作業の省力化を進めた
点は評価できる。
防護柵は、改善計画の実績では3年間で225.9kmとなり、計画216.2kmを上回ってい
る。設置農地で被害が軽減したことも評価できる。
イノシシは被害面積が減少したものの、被害額は目標を達成していない。シカは被
害額が増え、被害面積も目標を大きく上回った。捕獲と柵の整備を進めても、市全
体の被害軽減につながっていない地区が残っている。
被害の多い地区で集落点検を行い、①防護、②捕獲、③環境整備を同じ地区で同
時に進める必要がある。防護は、新設だけでなく、道路や水路の開口部、地際、継
ぎ目などを定期的に点検し、早期に補修する。捕獲は、農地や住宅地に繰り返し出
る個体を重点とし、ICTやくくりわな、大型捕獲わなを活用する。環境整備は、藪の刈
払い、緩衝帯、放任果樹、農作物残さ、耕作放棄地の管理を進めることが必要であ
る。

　イノシシついては、被害
金額、被害金額とも基準年
である現状値より若干減少
しているものの更なる対策
の強化が必要である。
　最も被害割合の大きいシ
カは、被害金額が基準年
の数値より増加しており、
重点的な対策の強化が必
要である。
　下関市では、これを受
け、令和８年度から交付金
事業のスマート捕獲等普
及加速化事業に取り組み、
シカ捕獲強化を進めてい
る。
　県としても、タスクフォー
スの重点市町として下関市
を位置づけ支援を実施して
いく予定である。
　併せて、今後も効果的に
被害を減少させていくため
に、加害個体の捕獲、侵入
防止柵の整備、生息環境
管理など総合的な対策に
努め、地域ぐるみの被害防
止活動の取組を推進して
いただきたい。

※総合支援チェックシート
及び鳥獣被害防止対策
シート全て実施

R7

・狩猟免許講習会の開催　参加46名
・捕獲機材購入 10基
・射撃研修会開催　参加　124名
・ハンティングドローン実証支援事業
年3回実施
22頭捕獲
・簡易的な集合的埋設設備の設置事業
　　2基設置

・シカ、サルの捕獲頭数の増加
・追い払いによって農作物被害の抑制につながった。
・令和７年度から新規事業を開始し、新規捕獲隊員の確保及び捕獲活動の省力化を図った。
侵入防止柵を設置した農林地では被害が軽減されている。
・捕獲圧を維持することにより、イノシシ、シカの生息数の増加を抑制できている。

　被害の大半を占めるイノ
シシの被害金額が、基準
年を上回っており、更なる
対策の強化が必要と考え
られる。
　一方、サルの被害は軽減
しており、緊急捕獲活動支
援の効果がみられていると
感じられる。
　効果的に被害を減少させ
ていくために、加害個体の
捕獲、侵入防止柵の整備、
生息環境管理など総合的
な対策に努め、地域ぐるみ
の被害防止活動の取組を
推進していただきたい。

※総合支援チェックシート
及び鳥獣被害防止対策
シート全て実施

R6

R7

下関市鳥獣被害防止対策協議会 下関市

イノシ
シ、シ
カ、サ
ル、ヒヨド
リ、カラ
ス、ヌー
トリア
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宇部市
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有害捕獲

被害防除

生息環境管理

サル大型囲いわな　2基

被害防止対策研修会　１地域
サル追い払い活動
放任果樹伐採、雑木林の刈り払い

カラス

692 554 583 3% 79% 0.08 0.06 0.07 50%
ICT等新技術の活用

鳥獣被害防止施設

サル用GPSロガー　1基

ＷＭ柵　1,302ｍ
複合策（金網+電気柵）　1,403m R8/2

サギ類

0 0 20 0% - 0 0 0.01 -
緊急捕獲活動

カモ類

0 0 31 0% - 0 0 0.02 -

アライグマ

0 0 314 2% - 0 0 0.05 -

ヌートリア

5 0 5 0% 0% 0.01 0 0.01 0%
推進体制整備

有害捕獲

協議会総会の開催

サル用大型囲いわな　２基
イノシシ用箱わな　28基

イノシシ 21,815 18,700 18,883 34% 94% 25.62 22 15.52 279%
被害防除

生息環境管理

カワウ・サギ追い払い　３河川
センサーカメラ　４基

緩衝帯整備　１か所

サル 9,241 7,925 10,742 20% -114% 6.89 5.9 8.42 -155%
鳥獣被害防止施設 　WM柵　72,719m

　電気柵  12,025m
R6/1

シカ 106 80 4,307 8% -16158% 0.16 0.07 7.13 -7744%
緊急捕獲活動 イノシシ　346

サル　39
シカ　48
アライグマ・ヌートリア・ハクビシン　92

タヌキ 456 390 881 2% -644% 0.08 0.06 0.15 -350%
推進体制整備

有害捕獲

協議会総会の開催

サル用大型囲いわな　２基
小型箱わな　50基

キツネ 18 0 0 0% 100% 0.01 0 0 100%
被害防除

生息環境管理

カワウ・サギ追い払い　３河川
センサーカメラ　４基

緩衝帯整備　１か所

ノウサギ 237 205 447 1% -656% 1.4 1.25 0.74 440%
鳥獣被害防止施設 電気柵  1,133m R6/11

アライグマ 1,473 1,260 4,100 7% -1233% 0.35 0.3 0.4 -100%
緊急捕獲活動 イノシシ　454

サル　207
シカ　70
アライグマ・ヌートリア　114

ヌートリア 1,661 1,430 2,418 4% -328% 1.72 1.46 1.56 62%
推進体制整備

有害捕獲

協議会総会の開催

サル用大型囲いわな　２基
イノシシ用箱わな　14基

アナグマ 799 685 247 0% 483% 0.2 0.16 0.17 75%
被害防除

生息環境管理

カワウ・サギ追い払い　３河川
センサーカメラ　４基

緩衝帯整備　１か所

カラス 9,717 8,330 9,358 17% 26% 2.02 1.73 2.36 -117%
鳥獣被害防止施設 WM柵　4,347m

電気柵  4,658m
R7/12

ヒヨドリ 1,199 1,030 892 2% 182% 0.32 0.26 0.15 283%
緊急捕獲活動 イノシシ　433

サル　319
シカ　91
アライグマ・ヌートリア　144

スズメ 2,280 1,950 202 0% 630% 2.35 2.05 0.1 750%

ハト類 7 0 45 0% -543% 0.05 0 0.23 -360%

カモ類 565 485 90 0% 594% 0.58 0.48 0.09 490%

サギ類 6,648 5,700 2,423 4% 446% 6.75 5.7 1.78 473%

カワウ 115 100 0 0% 767% 0.01 0.07 0 0%
有害捕獲 イノシシ用箱わな　7基

サル用大型囲いわな　３基
小型箱わな　10基

イノシシ 10,352 8,552 4,873 47% 304% 13.22 12.02 3.89 777%
鳥獣被害防止施設

緊急捕獲活動

電気柵　1,204ｍ

イノシシ　643
サル　50
シカ　6

R5/11

サル 6,169 5,169 2,248 22% 392% 1.79 1.39 0.86 233%
ヌートリア　9
タヌキ　21
カラス　51
カワウ　2

ヌートリア 4,659 4,559 3,216 31% 1443% 1.21 1.17 0.72 1225%
有害捕獲

生息環境管理

イノシシ用箱わな　3基
イノシシ用くくりわな　16基
サル用箱わな　8基

放任果樹園の伐採　80本 タヌキ 20 16 0 0% 500% 0.01 0.01 0 -
緊急捕獲活動 イノシシ　799

サル　79
シカ　5
ヌートリア　10
タヌキ　39
カラス　42
カワウ　1

有害捕獲 イノシシ用箱わな　6基
サル用箱わな　３基
小型箱わな　3基
クマ用箱わな　４基

生息環境管理

緊急捕獲活動

放任果樹園の伐採　170本

イノシシ　359
サル　67
シカ　6

ヌートリア　21
タヌキ　22
カラス　25
アナグマ　67

令和5年度を始期として、令和7年度を最終目標に数値を設定した。侵入防止柵を設
置した農地では確実にその効果がみられるが、未整備農地へ被害が集中する傾向
があるため、今後は捕獲の更なる強化と未整備農地への柵設置が急務となる。ま
た、サル用大型囲いわなの設置により効率的な捕獲も実施しており、サル被害対策
に取り組んでいるが、全体として被害の軽減に至っていない。シカについては、捕獲
数が増加している一方、被害も大きく拡大している。タヌキや外来種による被害につ
いても増加傾向である。捕獲活動においては、捕獲数が増加しているものの、狩猟
者の高齢化により今後の活動への支障が懸念される。

　計画期間中に、捕獲、防護、生息環境管理を被害防止対策の柱として位置付け、
捕獲体制の強化、侵入防止柵の整備、サル用大型囲いわなの導入、緩衝帯整備、
カワウ・サギ類の追い払い等、多面的な対策を継続して実施している。特に、緊急
捕獲頭数は令和5年度725頭から令和6年度845頭、令和7年度987頭へ増加してお
り、捕獲機材の整備と同時に捕獲対策の強化が図られている。また、侵入防止柵を
設置した農地では被害軽減効果があり、防護対策の効果もあった。全体の被害面
積は基準年48.48haから38.57haへ減少し、特にイノシシでは25.62haから15.52haへ
大きく減少して目標を上回っており、これまでの取組が被害軽減に結び付いている
と評価できる。
一方、被害金額全体では目標に達しておらず、サル、シカ、タヌキ、アライグマ等で
は被害金額が基準年を上回っている。特にシカは、計画策定時から被害地域の拡
大が予測されていたところ、被害面積が0.10haから7.13haへ拡大しており、被害地域
への対応が重要となっている。
今後は、捕獲数や防護柵の整備量を増やしつつも、被害・出没状況を地域住民と関
係機関で共有し、被害が拡大している地域を重点化する必要がある。その上で、捕
獲、防護柵の整備・適正管理、緩衝帯整備や誘引物除去等の生息環境管理を地域
に応じて一体的に進めることが重要である。計画においても、地域ぐるみの取組を
管内全域へ普及させることが課題としてまとめられている。
これまでに得られた捕獲及び防護のノウハウを継続させ、さらには「捕獲・防護・生
息環境管理」の3本柱を地域ぐるみで一体的に進め、実施後の効果を反証して対策
を見直すことで、持続的な被害対策とすることを期待する。

侵入防止柵の設置により、加害獣（イノシシ）の侵入を防止出来ており、被害の減少に貢献している。
緊急捕獲支援事業に関しては、捕獲隊員の捕獲意欲が向上し、被害の減少に貢献している。

本市の鳥獣被害の多くを占めるイノシシ被害については、侵入防止施設の設置や
捕獲檻の導入を大幅に進めたことで、被害防止対策が大きく進展した。
また、サル・ヌートリア・タヌキによる被害も減少したことで、被害防止計画目標にお
ける被害面積・被害金額は共に目標を大きく達成出来た。
　しかしながら、全体的な被害面積・被害金額は減少したものの、耕作放棄地など
の拡大による鳥獣の生息域の拡大により、鳥獣の生息数の増加圧力は強まってき
ていることからしても、今後も県などの関係機関や猟友会などの関係団体と連携し
て、鳥獣被害防止対策の普及啓発や生息地管理、防除、捕獲といった取り組みを
継続させ、自助、共助、公助による被害防止対策を進展させていく必要がある。

捕獲活動及び侵入防止柵の整備により、イノシシをはじめとする鳥獣被害の面積及
び金額が大きく減少し、目標を達成したことは評価できる。

一方、今後は高齢化・過疎化に伴う農地の縮小と耕作放棄地の増加に加え、捕獲
従事者の高齢化・減少による捕獲圧の低下が懸念される。また、防護柵や周辺環
境の維持管理を担う人材の確保も課題となることから、現在の被害減少を一時的な
成果にとどめず、将来にわたって対策を継続できる体制を早急に整備する必要があ
る。

特にイノシシのわな捕獲については、わなの設置・見回り・管理を担う者と、銃猟免
許及び猟銃所持許可を有する者が連携し、捕獲後の止め刺し等の処置を安全かつ
迅速に実施できる体制の整備が重要である。あらかじめ役割分担、連絡方法及び
安全管理手順を定め、法令を遵守するとともに、作業者及び周辺住民の安全を確
保する必要がある。

今後は、中核経営体を中心に、地域住民、猟友会、関係団体及び行政が役割を分
担し、①農地周辺の加害個体を対象とした捕獲、②侵入防止柵の設置・点検・補
修、③耕作放棄地、放任果樹及び農作物残渣等の管理による生息環境整備の三
本柱を、地域ぐるみで一体的かつ継続的に実施することが求められる。これにより
持続的な被害軽減体制を構築し、鳥獣被害という農業生産活動の阻害要因を着実
に軽減・除去していくことが重要である。

柵設置農地における被害軽減、捕獲頭数の増加

イノシシ　534
シカ　22
サル　75
タヌキ　6
ヒヨドリ　7
アナグマ　20
アライグマ　6

萩阿武地域鳥獣被害防止対策協議会

岩国市鳥獣被害防止対策協議会

R6

R7

　被害の大半を占めるイノ
シシとサルのうち、イノシシ
に関しては、ほぼ目標達成
をしており、今後も、継続的
な対策を実施を望む。
　一方、サルに関しては、
被害金額、被害面積ともに
増加傾向にあり、更なる対
策強化が必要である。
　県は、ドローン活用した
サルの追い払いの実証を
実施しており、実証後は、
対策の一環として活用して
もらいたい。
　　また、シカについては、
近年の分布域の拡大によ
り被害が増加しており、被
害対策の強化が必要であ
る。
　今後も継続して被害を減
少させていくために、加害
個体の捕獲、侵入防止柵
の整備、生息環境管理な
ど総合的な対策に努め、
地域ぐるみの被害防止活
動の取組を推進していただ
きたい。

※総合支援チェックシート
及び鳥獣被害防止対策
シート全て実施

　全ての獣種において、被
害金額、被害面積ともに目
標を達成しており、各種対
策の効果が認められる。
　今後も継続して被害を減
少させていくために、加害
個体の捕獲、侵入防止柵
の整備、生息環境管理な
ど総合的な対策に努め、
地域ぐるみの被害防止活
動の取組を推進していただ
きたい。
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R5

鳥獣被害防止施設 金網柵　2,260m R6/2

イノシシ 8,205 5,743 4,439 98% 153% 6.78 4.74 3.18 176%

R6

有害捕獲

鳥獣被害防止施設

実施隊員による有害個体の捕獲活動

金網柵　1,770m R7/2

ニホンザル 225 157 82 2% 210% 0.05 0.03 0 250%

R7

有害捕獲

鳥獣被害防止施設

実施隊員による有害個体の捕獲活動

金網柵　2,190m R8/2

二ホンジカ 45 31 0 0% 321% 0.5 0.3 0 250%
有害捕獲

ジビエ利用拡大

鳥獣被害防止施設

サル用大型囲いわな　１基

国産ジビエ認証取得に向けた取組

金網柵　377m R6/2 イノシシ 9,621 8,160 8,549 40% 73% 9.76 8.33 8 123%
緊急捕獲活動 イノシシ　689

シカ　1,078
サル　48

二ホンジカ 6,744 5,610 10,737 50% -352% 6.16 5.3 9.63 -403%
ジビエ利用拡大

鳥獣被害防止施設

国産ジビエ衛生管理講習会の開催
新商品開発

電気柵　500m R8/3

サル 3,958 3,230 1,997 9% 269% 1.74 1.51 1.32 183%
緊急捕獲活動 イノシシ　657

シカ　1,104
サル　93

有害捕獲

被害防除

サル用囲いわな　１基
サル用箱わな　　２基

センサーカメラ　４基

ジビエ利用拡大

緊急捕獲活動

衛生管理研修会
ジビエ料理界及び講演会
イノシシ　419
シカ　1,123
サル　68

R5

有害捕獲

緊急捕獲活動

イノシシ用箱わな　6基

イノシシ　519
サル　4
シカ　1

イノシシ 9,765 6,835 3,941 70% 199% 8.558 5.99 2.83 223%

R6

有害捕獲

緊急捕獲活動

イノシシ用箱わな　5基

イノシシ　759
サル　2
シカ　1

サル 1,012 708 575 10% 144% 0.4 0.28 0.3 83%

R7

有害捕獲

緊急捕獲活動

イノシシ用箱わな　8基
サル用囲いわな　１基

イノシシ　464
サル　5

タヌキ 961 672 583 10% 131% 0.08 0.06 0.06 100%
有害捕獲 サル用箱わな　2基

イノシシ 13,127 8,507 12,327 58% 17% 11.17 7.25 8.44 70%

ニホンザル 5,729 3,713 5,220 25% 25% 1.69 1.1 1.31 64%

カラス 2,667 1,729 3,077 14% -44% 0.29 0.19 0.37 -80%
有害捕獲 イノシシ用箱わな　4基

ツキノワグマ 741 481 678 3% 24% 0.28 0.18 0.2 80%

二ホンジカ 93 60 0 0% 282% 0.02 0.01 0 200%

有害捕獲 イノシシ用箱わな　5基
クマ用箱わな　2基
サル用箱わな　5基

有害捕獲

ICT等新技術の活用

イノシシ用箱わな　2基
サル用箱わな　　2基

長距離無線式パトロールシステム　親機　１基　子機　３基地
自動捕獲システム　4基 イノシシ 5,193 3,635 754 12% 285% 5.2 3.64 1.01 269%

鳥獣被害防止施設

緊急捕獲活動

WM柵　1，905ｍ

イノシシ　98
シカ　2
サル　1

R6/1

カラス 450 315 365 6% 63% 0.13 0.09 0.03 250%
有害捕獲 イノシシ用箱わな　2基

ヒヨドリ 504 353 1,684 28% -781% 0.21 0.15 0.66 -750%
鳥獣被害防止施設

緊急捕獲活動

WM柵　740ｍ

イノシシ　102
シカ　3
サル　1

R7/3

シカ 512 358 3,282 54% -1799% 0.3 0.21 1.01 -789%
有害捕獲 イノシシ用箱わな　3基

サル用箱わな　1基

サル 41 29 0 0% 342% 0.05 0.03 0 250%
緊急捕獲活動 イノシシ　32

シカ　3
サル　1

ヌートリア 199 139 0 0% 332% 0.11 0.08 0 367%

イノシシの被害面積および被害金額は、ともに目標値を大きく下回って達成（達成率
はそれぞれ176.47%、152.99%）しており、基準年の実績と比較しても着実な改善が見
られる。この要因としては、防護柵の設置（単市補助や交付金事業によるトタン柵、
ネット柵、ワイヤーメッシュ柵、電気柵、金網柵の積極的な整備）を推進したことに加
え、被害を及ぼすイノシシを計画的に駆除・抑制できたことが挙げられる。
また、サルについても被害面積・被害金額ともに目標を達成（被害面積は0 haを達
成）しており、群れによる出没が抑えられている。
一方で、新規狩猟免許受験料の助成等による捕獲者の確保に努めているものの、
依然として地区猟友会員の実施隊加入率が低いという課題が存在する。今後は、
地区猟友会と緊密に連携し、捕獲員の増員に向けた協議を継続する必要がある。さ
らに、新たな鳥獣による農業被害等への警戒や、実効性のある総合的な対策の維
持・強化を図っていく必要がある。

１　被害防止計画の目標評価報告
鳥獣被害対策は、①防護、②捕獲、③環境整備の三本柱を、地域ぐるみで進めるこ
とという基本を確認する必要がある。
評価報告書中では、全体の被害は7.34ha・8,498千円から3.18ha・4,521千円へ減少
し、目標を達成している。市と国の事業による防護柵を組み合わせ、捕獲隊や自衛
わな農家が対策を続けた成果は評価できる。
防護柵の整備延長は計画を下回ったが、被害の多い場所を優先した工夫の効果が
表れている。今後は、道路や水路などの開口部、地際の掘り起こし、継ぎ目や支柱
の緩みを定期的に点検し、早めに補修する必要がある。
イノシシの捕獲数は年間300頭の計画に対して109～220頭であった。豚熱の影響も
あったと考えられるので被害軽減している状況をもって評価できる。捕獲数だけでな
く、農地や住宅地に繰り返し出る個体を重点的に捕獲することが重要であることを再
確認すること。また、新規狩猟免許への助成は3年間で3件にとどまるため、捕獲隊
への加入、研修、見回りや止め刺しの役割分担を進めたい。廃止した出動費等の助
成についても、捕獲活動への影響を確認する必要がある。
環境整備は、計画に藪の伐採や放任果樹の撤去などがあるが、評価書では実績が
確認できない。被害の多い地区で集落点検を行い、柵の弱い場所、出没地点、潜
み場や餌を地図で共有することが必要である。合意形成後は、可能な範囲で20m程
度の緩衝帯を整備し、管理する人や方法も決めておくことが望ましい。
カワウ・ウミウは、漁協と情報交換し、飛来場所、時期、個体数、被害を把握した上
で対策を検討されたい。
県研究機関としては、市、地域住民、捕獲隊、猟友会、漁協等が役割を分担し、モ
デル地区で三本柱を実施した後、市内へ広げることを提案する。これにより、限られ
た人員でも続けられる対策につながると考える。

サル捕獲機材については、市内で被害・出没の多い地域に設置することで被害防止につながった。
センサーカメラに関しては、見回りの負担軽減や生息状況把握とともに、効果的な罠の設置が可能となる他、罠の状況の把
握やかかった獲物の処理等の準備の効率が上がった。
ジビエのPRにより、ジビエ肉の需要の拡大を行うことで、捕獲活動をより一層の促進を図った。
また、ジビエ料理を市内飲食店に振るまい、講義を行うことで、ジビエへの興味を引き出すことに加え、導入への可能性を見
出した。

鳥獣被害防止施設の整備や捕獲等の対策だけでなく、捕獲個体の利用促進を図る
ためにジビエの扱いに係る各種研修実施するなど、ジビエ利用の促進に力を入れる
ことに加え、大型罠の設置やサル用の罠の設置など総合的に対策を行ったが、目
標値を超える以前に、基準値よりも被害がでてしまう結果となった。
柵や檻の設置により守ることのできる農地が増えたがその分防護柵未設置の農地
の被害が増えた結果であると考える。
今後は、改善計画を基に、防護柵の整備を進め、広域的な被害対策を進めていくと
ともに、ジビエ利用を促進し、捕獲活動をより一層推進していくための取組をすすめ
ていく。

イノシシの被害面積と、サルの被害額・被害面積は目標を達成している。また、サル
用大型捕獲わな、箱わな、センサーカメラを導入し、捕獲の効率化と見回り負担の
軽減を進めた点は評価できる。国産ジビエ認証、新商品開発、試食会など、捕獲個
体の有効利用も進んでいる。
しかし、シカ被害は、目標5,610千円・5.30haに対して10,737千円・10.00haとなり、大
きく増加した。全体の被害も21,263千円・19.00haで目標を達成していない。防護柵は
3年間で合計14,700mの計画に対して、記載された実績はワイヤーメッシュ377m、電
気柵500mにとどまる。
今後は、被害の多い地区で集落点検を行い、①防護、②捕獲、③環境整備を一体
的な計画として進めることが必要である。防護では柵の未設置箇所や開口部を優先
し、点検・補修の担当者を決める。捕獲ではセンサーカメラを活用し、農地や住宅地
に出る加害個体を重点的に捕獲する。環境整備では、藪の刈払い、緩衝帯の整
備、放任果樹や農作物残さの除去を進める。
ジビエの取組は評価できるが、目的は農業被害を減らすことである。まず三本柱に
よる被害軽減を優先し、その結果として捕獲された個体をジビエに利用する順序に
見直すことが必要である。

　イノシシ、サル及びヌートリアに関しては、被害面積及び被害金額ともに目標を達
成できた。
　カラスに関しては、被害面積は目標を達成したが、被害金額は目標を達成するこ
とができなかった。目標が未達成となった理由は、収穫期の作物への被害によるも
のと考える。
　ヒヨドリ及びシカに関しては、被害面積及び被害金額ともに目標達成には至らな
かった。目標が未達成となった理由は、捕獲や防除が難しく、既存の対策のみでは
効果が得られなかったことが要因と考える。
　今後は、カラス、ヒヨドリ及びシカへの対策強化を検討する必要がある。

鳥獣被害対策による被害軽減のためには、①被害農地周辺の加害個体を特定した
捕獲、②鳥獣種及び地域の地形に適合した侵入防止柵の設置・維持管理、③放任
果樹、農作物残渣、耕作放棄地及び林縁樹木、繁茂竹林等の管理による、農地へ
鳥獣を誘引しない環境整備の三本柱を、地域ぐるみで同時かつ継続的に実施する
ことが大前提である。
山陽小野田市の被害防止計画には三本柱による地域ぐるみの対策が示されている
ものの、実績報告は捕獲、捕獲機材の導入及び防護柵の整備が中心であり、緩衝
帯整備、放任果樹の撤去、農作物残渣の処理、耕作放棄地等の管理について、実
施地区、実施量、住民の参加状況及び被害軽減効果が確認できない。また、防護
柵についても、設置延長だけでなく、未設置区間や道路・水路等の開口部、破損箇
所の点検・補修状況及び地域における維持管理体制を明らかにする必要がある。
特に、シカ及びヒヨドリは基準年度と比較して被害面積及び被害金額が増加し、カラ
スも被害金額の目標が未達成である。今後は、被害発生地区を重点地域とし、被
害・出没情報を地図化したうえで、加害個体の捕獲、防護柵の田畑周縁への設置と
定期点検、誘引物及び隠れ場所となる樹木等の除去を同一地区で一体的に実施す
ることが必要である。併せて、カラス及びヒヨドリについては、防鳥ネット等による物
理的な侵入防止、収穫期に合わせた追い払い、餌となる残渣等の除去を組み合わ
せる必要がある。
地域ごとに行政、農業者、住民、猟友会等の役割分担、実施時期及び点検体制を
定め、三本柱それぞれの実施量と被害軽減効果を毎年度検証し、対策を改善する
ことを求める。

箱わなに関しては、被害が軽減する等、効果が発揮されている。
また、緊急捕獲活動支援に関しても、農作物被害軽減に寄与している。

防護柵の設置によるイノシシ等の農業被害の軽減
実施隊による有害捕獲の促進が図られている。

箱わなに関しては、被害が軽減する等、効果が発揮されている。
また、緊急捕獲活動支援に関しても、農作物被害軽減に寄与している。

イノシシ等の捕獲により農業被害が軽減された。
侵入防止柵の設置による農業被害が軽減された。
箱わなの整備が進み効率的な貸し出しや捕獲を実施することができた。
長距離無線式捕獲パトロールシステムの導入により、ｲﾉｼｼ等を効率的に捕獲するとともに、巡回確認作業の省力化を図るこ
とができた。

長門市有害鳥獣被害防止対策協議会

柳井市有害鳥獣捕獲対策協議会

周南市有害鳥獣捕獲対策協議会

山陽小野田市有害鳥獣対策協議会

緊急捕獲活動 イノシシ　420
シカ　1
サル　 5
アナグマ　41
タヌキ　16
イタチ　 12
テン　3
ヌートリア　 7
アライグマ　1
カラス　16

緊急捕獲活動 イノシシ　522
シカ　2
サル　 10
アナグマ　100
タヌキ　16
イタチ　 3
テン　7
ヌートリア　 6
カラス　26
アライグマ　 2

長門市

柳井市

周南市

山陽小野田市

イノシシ　327
サル　 29
アナグマ　28
タヌキ　12
イタチ　 3
テン　4
ヌートリア　 5
カラス　13
ノウサギ　 1
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　全ての獣種において、被
害金額、被害面積ともに目
標を達成しており、各種対
策の効果が認められる。
　今後も継続して被害を減
少させていくために、加害
個体の捕獲、侵入防止柵
の整備、生息環境管理な
ど総合的な対策に努め、
地域ぐるみの被害防止活
動の取組を推進していただ
きたい。

　イノシシに関しては、被害
金額が目標に達していな
いが、被害面積は目標に
達成しているなど、被害が
減少しており、防護対策や
捕獲対策の効果が出てい
ると思われる。
　また、捕獲個体のジビエ
利活用に係る取組も進め
ており、捕獲圧の維持に寄
与していると考える。
　一方、シカに関しては、
被害金額、被害面積ともに
大幅に増加しており、更な
る対策協が必要である。
　 今後も継続して被害を減
少させていくために、加害
個体の捕獲、侵入防止柵
の整備、生息環境管理な
ど総合的な対策に努め、
地域ぐるみの被害防止活
動の取組を推進していただ
きたい。

※総合支援チェックシート
及び鳥獣被害防止対策
シート全て実施
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　サルの被害面積を除け
ば、全ての獣種において、
被害金額、被害面積ともに
目標を達成しており、各種
対策の効果が認められる。
　今後も継続して被害を減
少させていくために、加害
個体の捕獲、侵入防止柵
の整備、生息環境管理な
ど総合的な対策に努め、
地域ぐるみの被害防止活
動の取組を推進していただ
きたい。

※総合支援チェックシート
及び鳥獣被害防止対策
シート全て実施

　被害額の大半を占めるイ
ノシシやサルの被害が減
少傾向にあるが、目標値
の達成には至っていない。
　また、カラスの被害金額
が増加しており、対策の強
化が必要な状況と思われ
る。
　今後も継続して被害を減
少させていくために、加害
個体の捕獲、侵入防止柵
の整備、生息環境管理な
ど総合的な対策に努め、
地域ぐるみの被害防止活
動の取組を推進していただ
きたい。

※総合支援チェックシート
及び鳥獣被害防止対策
シート全て実施

　イノシシにおいては被害
金額を大きく減らすことが
できており、これまで進め
てきた対策の効果が出て
いるものと思われる。
　一方で、近年の生息分布
拡大による影響もあり、シ
カによる被害が増加してお
り、イノシシだけでなくシカ
を想定した柵を設置するな
どの対策が必要である。
　今後も継続して被害を減
少させていくために、加害
個体の捕獲、侵入防止柵
の整備、生息環境管理な
ど総合的な対策に努め、
地域ぐるみの被害防止活
動の取組を推進していただ
きたい。

※総合支援チェックシート
及び鳥獣被害防止対策
シート全て実施

イノシシの捕獲活動の意欲高揚や電気柵等による被害防止対策を進めた結果、農
作物の被害は平成２２年度のピーク時よりは減少している。令和５年度は豚熱の影
響により、イノシシの捕獲数が前年度と比べ大きく減少し、令和６年度は捕獲数が増
加したものの、令和７年度は再び減少した。今後も豚熱の影響等による捕獲状況の
変化について注視する必要があるが、本計画における目標年度の目標値は達成す
ることができた。
捕獲従事者が高齢化しているなかで、今後も被害防止対策を継続し、農作物被害
の軽減に努める必要がある。

柳井市では、イノシシによる農作物被害が特に多く、深刻な状況にあります。その他
の鳥獣による被害額は、イノシシの約10分の1にとどまっています。
　イノシシ対策では、緊急捕獲活動などによる個体数管理を実施し、加害個体の効
率的な捕獲を進めています。全ての鳥獣種において、被害防止計画の目標を上回
る被害削減率となっていることから、これまでの被害防止対策には一定の効果が
あったと評価できます。
　現在、イノシシとサルについては、緊急捕獲による個体数管理を中心に対策が行
われています。一方、捕獲従事者の高齢化が進んでおり、今後は捕獲活動を継続
することが難しくなる可能性があります。
　また、過疎化が進む中山間地域では、加害個体が被害農地周辺の山林や耕作放
棄地に定着し、農地へ繰り返し侵入して被害を発生させることがあります。このよう
な地域環境や担い手の変化を踏まえると、捕獲だけに依存した対策には限界があり
ます。
　今後は、住民の合意形成を図ったうえで、地域ぐるみによる次の対策を総合的に
進める必要があります。
* 防護柵の設置・点検などの「防護対策」
* 加害個体を重点的に捕獲する「捕獲対策」
* 耕作放棄地や藪の整備、誘引物の除去などの「生息地管理」
　これらを組み合わせ、農地周辺に定着して被害を繰り返す加害個体を中心とした
対策へ移行することが重要です。
　野生動物の生息動向は、山林におけるドングリなどの餌資源の豊凶によって大き
く変化します。特にイノシシは、一度に複数の子を産む繁殖力の高い動物であり、生
息数が年によって大きく変動します。このため、被害が一時的に減少した場合でも
捕獲活動を中断せず、生息状況と被害状況を確認しながら、継続的に個体数管理
を行う必要があります。

基準年度に対してカラスの被害額を除き、被害面積及び被害金額は減少した。
　交付金を活用し、捕獲機材の整備を行い、主な有害鳥獣であるイノシシ、ニホンザ
ルの捕獲強化に取り組んだ。
　今後も、国、県及び近隣市町村と連携した取組を実施し、被害防止対策を推進す
る。

捕獲機材の整備等により捕獲活動に効果が見られ、被害面積及び被害額は減少し
ている。
　関係機関と協力し被害集落の住民に対して、鳥獣害に強い集落づくりを実践でき
るよう助言、指導を行い、住民主体の「環境整備」、「被害防除」をより一層推進して
ほしい。
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緊急捕獲活動 イノシシ　2,015

イノシシ 5,336 3,735 311 77% 314% 3.18 2.22 0.35 295%

R6

緊急捕獲活動 イノシシ　1,547

タヌキ 242 169 32 8% 288% 0.8 0.56 0.1 292%

R7

緊急捕獲活動 イノシシ　1,141

カラス 462 323 50 12% 296% 1.2 0.84 0.1 306%

ヒヨドリ 638 446 12 3% 326% 1.8 1.26 0.1 315%

R5

緊急捕獲活動 イノシシ　314

イノシシ 931 651 830 32% 36% 0.58 0.4 0.55 17%

R6

緊急捕獲活動 イノシシ　444

タヌキ 114 79 97 4% 49% 0.1 0.07 0.05 167%

R7

緊急捕獲活動 イノシシ　312

カラス 1,555 1,088 1,091 42% 99% 0.75 0.52 0.58 74%

ヒヨドリ 866 606 594 23% 105% 0.35 0.24 0.22 118%

R5

緊急捕獲活動 イノシシ　66

イノシシ 2,799 1,950 2,804 92% -1% 2.29 1.6 2.19 14%

R6

緊急捕獲活動 イノシシ　242

カラス 8 5 9 0% -33% 0.01 0 0.01 0%

R7

緊急捕獲活動 イノシシ　139

サル 309 215 225 7% 89% 0.12 0.08 0.08 100%

R5

緊急捕獲活動 イノシシ　95

イノシシ 2,280 1,596 1,228 1 154% 2.27 1.58 0.88 201%

R6

緊急捕獲活動 イノシシ　261

R7

緊急捕獲活動 イノシシ　102

新技術実証・普及活動
人材育成活動
ジビエ等の利用拡大に向けた地域の取組

実証１課題
外部仇バイザーの地域派遣
夏捕獲イノシシの有効活用に向けた分析

- - - ドローンを活用した省力的なサル追い払い技術の開発及び実装に向けた条件整備の整理
地域における鳥獣被害対策の推進
夏イノシシ（有害捕獲個体）の有効活用性の基礎データ整理

-

広域捕獲活動
高度捕獲人材育成活動

シカ　1,529頭
ICT機器を活用したわな捕獲実地研修

- - - 個体数調整による農林業被害の抑制
広域捕獲の担い手となる者のわな捕獲技術向上

シカによる農林業被害を防止するため、引き続き、広域捕獲活動によるシカの個体
数管理を進めるとともに、広域捕獲の担い手となる者の技術向上を図り、捕獲強化
に繋げる必要がある。

【広域捕獲活動】シカの個体数調整については、前年度を上回り過去最高の頭数を
捕獲しているにもかかわらず、推定生息数は増加しており、更なる捕獲強化が必要
である。＜山口大学大学院創成科学研究科　准教授　細井栄嗣(農作物野生鳥獣
被害対策アドバイザー)他10名＞

＜注＞各協議会の第３者の意見は全て、「山口県農林総合支援センター　松本哲朗（農作物野生鳥獣被害対策アドバイザー）」による

注１：都道府県が事業実施主体となる鳥獣被害防止都道府県活動支援事業を実施した場合、その事業内容等も記載すること。
　 ２：事業効果は記載例を参考とし、獣種等ごとに事業実施前と事業実施後の定量的な比較ができるよう時間軸を明確に記載の上、その効果を詳細に記載すること。整備事業を行った場合、捕獲効率の向上にどのように寄与したかも必ず記載すること。

 　 ３：「事業実施主体の評価」の欄には、その効果に対する考察や経営状況も詳細に記載すること。　　　

 　 ５：被害防止計画に定められた全ての対象鳥獣について、鳥獣ごとに実績値や達成率等を記載すること。また、合算達成率も記載すること。
 　 ６：次のいずれかに該当する場合には、達成率が低調であると判定すること。

　　（１）被害面積、被害金額等について、合算達成率が共に70％未満である場合
　　（２）次に該当する鳥獣種の被害面積、被害金額等について、対象鳥獣ごとの達成率が共に70％未満である場合
　　　ア　被害金額全体（全ての対象鳥獣における被害金額（実績値）の合計をいう。以下イにおいても同じ。）の２割以上を占めるシカ又はイノシシ
　　　イ　被害金額全体の５割以上を占めるシカ及びイノシシ以外の対象鳥獣
　 ７：目標が未達成となった場合は、「都道府県の評価」の欄に、総合支援チェックシート及び緊急捕獲チェックシートの遵守状況に係る確認結果を記載すること。
　　　なお、遵守状況の確認に当たっては、証拠書類の保存・提出は必須ではない。ただし、聞き取りの結果、書類を保存していると回答があった場合には、当該書類を確認する場合がある。

５　都道府県による総合的評価

本協議会による捕獲活動の内容に変化はないものの、イノシシの捕獲頭数が減少
傾向にあることから、明確な理由は不明ではあるが、生息数自体がピーク時より減
少していると推測される。
一方、平野部での田畑への出没は常態化しており、住宅地周辺では安全上の理由
からわなの設置が困難なことから、防除対策が一層重要となっている。その柱であ
る有害獣防除柵設置事業（町単独事業）を継続したことにより、被害の軽減効果が
現れていると考えられる。
捕獲体制においては、本協議会隊員の経費負担軽減や活動補助により、新規隊員
の確保とモチベーションの維持を図り、隊員数を維持している。また、鳥獣被害対策
実施隊が緊急対応による住民の安全確保に努めるとともに、捕獲隊員に対する技
術指導を通じて事故防止にも万全を期している。

被害金額は基準年の2,280千円から1,228千円へ、被害面積は2.27haから0.88haへ
減少し、令和7年度目標である1,596千円及び1.58haを達成している。達成率も被害
金額153.8％、被害面積201.4％であり、被害軽減目標については高く評価できる。
対策については、捕獲補助、わな猟免許取得・更新及び狩猟者登録への支援を継
続するとともに、鳥獣被害対策実施隊による緊急対応及び捕獲技術の指導を実施
しており、捕獲従事者の確保・維持を図りながら捕獲体制を継続している点は評価
できる。また、有害獣防除柵についても3年間継続して整備されており、これらの取
組が被害軽減に寄与したものと考えられる。
侵入防止柵は計画上、毎年度60か所・9,000mの整備を予定しているのに対し、実績
は令和5年度3,755m、令和6年度6,559m、令和7年度6,638mであり、計画には達して
いない。平野部の田畑へのイノシシの出没の高頻度化、住宅地周辺では安全上の
理由からわなの設置が困難であるという現状から、今後は捕獲に加えて、防護対策
の重要性が高まると考えられる。個別農地への柵設置に加えて、被害が集中する
地区を集落点検し、集落や農地団地単位での面的な防護柵整備、緩衝帯の草刈
り、破損個所の確認、補修等の役割分担を話し合う必要がある。
また、計画では、刈払いによる緩衝帯の整備、放任果樹の除去、耕作放棄地の適
正管理、農作物残渣等の適正処分を生息環境管理として実施することとしている
が、評価書ではこれらの実施実績が確認できない。鳥獣被害対策は「捕獲」「防護」
「生息環境管理」を一体的に実施することが重要であるため、今後は被害の多い地
域を対象として、放任果樹等の誘引物除去、農地・住宅地周辺の刈払い、耕作放棄
地の管理等を、実施地区数、整備面積等を記録して評価することが望まれる。

イノシシは近年豚熱等の影響もあり、捕獲数は減少傾向にある。しかし出没地域に
ついては山間だけでなく、住宅地への出没も増加している。現在豚熱も収束傾向に
あり、今後はイノシシの再増加が予想される。従来の上関町有害獣対策地域活動
支援補助金だけでなく、令和5年度から鳥獣被害防止総合対策事業交付金を活用し
たことにより、豚熱がまん延するまでは、捕獲頭数は増加しており、国庫事業活用の
効果はあったと考える。今後は、住宅地出没個体の対策について考えていく。また、
イノシシの再増加にも備える。

捕獲活動への支援、狩猟免許取得等への支援及び防護柵設置への助成を継続
し、捕獲の担い手の確保と地域の被害防止体制の維持に取り組んでいることは評
価できる。イノシシの被害金額は、計画の基準値である931千円から830千円へ減少
しており、目標達成に向けた進展が認められる。

令和７年度の目標651千円には達していないものの、これまでの取組を基盤として、
被害が継続する地区や農地の状況を確認し、対策を充実させることが望まれる。捕
獲実績については、報告書で指摘されている豚熱等の影響を考慮し、出没状況や
捕獲活動の実施状況、被害の推移を併せて確認することで、取組の成果と今後の
課題をより明確にできると考える。

今後は、防護、捕獲及び環境整備の三本柱を一体的に推進するため、防護柵の設
置・管理状況、農地周辺の環境、地域の担い手等の実情を十分に把握し、地域に
合った課題を設定することが重要である。住宅地への出没への対応も含め、地域ぐ
るみで優先順位と役割分担を定め、実施可能な対策から計画的に進めることを期
待する。

捕獲による個体数の調整により被害防止に効果がある。 緊急捕獲活動を実施してきたが、被害面積及び被害金額は増加した。金額につい
ては、肥料や米の価格の上昇による影響であると思われる。また令和6年度まで
は、減少傾向であったので、令和7年度に関しては、一時的な被害上昇と考えられ
る。今後も捕獲体制を維持しつつ有害鳥獣捕獲を徹底的に強化し、被害額、被害面
積の減少に努めたい。

田布施町においては、サル、カラスの被害額および被害面積ともに削減目標を大き
く上回る実績であり、捕獲および防護柵の効果が大きく表れています。しかし、イノ
シシについては、削減目標を下回る実績になった。
　イノシシについては、緊急捕獲活動により毎年相当数を捕獲しているが令和7年度
は相当数を捕獲できなかった。カラスについては、捕獲数が少ないものの捕獲活動
による人の活動量が増加しているであろうこと、サルについては令和7年度の大量
捕獲により加害個体が除去されたことが、被害の減少につながっていると考えられ
ます。
　今後は、捕獲活動に加えて、地域ぐるみで柵周辺の環境整備、捕獲実績場所の
情報共有、柵の破損点検、追い払い活動をより活発に実施し、被害の発生要因を
抑制していくことで、効果を持続させることができると思います。
また、サルについては、捕獲オプションの考え方を研修などで情報入手し、適切な
群れの管理をすることが望まれます。

緊急捕獲活動支援により捕獲の促進、捕獲数の向上に繋がった。 全ての計画目標について目標値を達成した。イノシシについては、捕獲数が減少し
ているが、令和４年度に発生した豚熱の感染拡大により生息数が減少した事が主な
原因であり、被害は大きく減少した。
侵入防止柵設置についても継続的に行っており、被害の減少に繋がっている。
タヌキについても同様に被害が減少した。継続的な捕獲と侵入防止柵の設置により
被害の減少の効果があったと考えられる。
鳥類による被害については、防護ネットの設置が進んできた事と、大型箱わなの設
置によるカラスの捕獲数増加が被害の減少に貢献したと思われる。
全体的に鳥獣被害は減少しているが、イノシシについては豚熱による生息数の減少
から復活のきざしがある。
イノシシの令和７年度末ごろの捕獲数は豚熱発生以前の数字に戻っており、今後注
視して行く必要がある。
引き続き国庫補助事業及び単町事業を活用の上、侵入防止柵や防護ネットの設置
と捕獲活動を推進することで被害の減少を図っていく。
捕獲者の確保について、単町事業の狩猟免許取得費用補助を活用し、令和５年度
からの３年間で新たに19 名の捕獲者を確保したが、高齢化等により引退する捕獲
者が増えており、捕獲者全体の数は減少した。必要な捕獲圧を維持できるかが今
後の課題である。

被害防止計画の実績では、被害金額は基準年の6,678千円から目標年には405千
円に、被害面積は6.98haから0.41haに減少しており、イノシシ、タヌキ、カラス、ヒヨド
リのすべてで被害の減少が認められる。
この間、有害捕獲に加え、ネット、ワイヤーメッシュ柵、電気柵等の侵入防止対策が
継続して実施されており、これらの取組が被害軽減に効果を上げたものと評価でき
る。
特に、3年間でイノシシ4,184頭、タヌキ469頭、カラス367羽を捕獲しており、継続的な
捕獲が被害軽減に貢献したと考えられる。
ただし、今回の被害減少をすべて対策の成果とすることには留意が必要である。
特にイノシシについては、令和4年度に発生した豚熱の感染拡大による生息数の減
少が、被害減少に大きく影響した可能性がある。
このため、今後、生息数が増加傾向に転じた場合にも改善した被害水準を維持でき
るよう、対策を継続・強化していく必要がある。
また、ヒヨドリは飛来数や飛来場所の年次変動が大きい鳥種であることから、単年
度あるいは短期間の被害減少だけで対策効果を判断するのではなく、複数年の被
害状況に留意する必要がある。
さらに、被害防止対策の三本柱である「防護」「捕獲」「環境整備」のうち、環境整備
については、今回の評価報告書から具体的な実施内容、事業量及び効果を確認す
ることができない。
今後は、捕獲や侵入防止柵の整備だけでなく、環境整備についても計画段階から
具体的な取組内容と評価指標を設定し、その実績を把握できるよう改善する必要が
ある。
今後は、被害の多い地区を優先して集落点検を実施し、①防護、②捕獲、③環境整
備を一体的に進める体制へ改善することが重要である。
防護については、柵の新設だけでなく、既設柵が十分に機能を果たしているかを、
地区住民等と現地を確認し、破損箇所や侵入箇所を記録した上で計画的に補修す
ることが望まれる。
捕獲については、農地や集落周辺に繰り返し出没し、実際に農作物被害を発生させ
ている加害個体の捕獲を重点化することが重要である。
環境整備については、農地周辺の藪払い、竹林の伐採、放置果樹の除去、収穫残
渣や廃棄農作物の適正な処理など、鳥獣を農地や集落周辺に誘引しない環境づく
りを進める必要がある。
また、捕獲免許の新規取得者が一定確保されているが、高齢化等による捕獲者の
引退により、捕獲者全体の減少が今後の課題として示されている。
今後は、捕獲活動への参加・定着も支援し、わなの設置、見回り、捕獲個体の処理
等について地域内で役割分担を整える必要がある。

周防大島町有害鳥獣捕獲対策協議会

上関町有害鳥獣捕獲対策協議会

田布施町有害鳥獣捕獲対策協議会

平生町有害鳥獣捕獲対策協議会

緊急捕獲支援事業の実施より、捕獲意欲・捕獲頭数の増加が図られた。

捕獲意欲・捕獲頭数の増加

　 ４：鳥獣被害防止施設の整備を行った場合、侵入防止柵設置後のほ場ごとの鳥獣被害の状況、侵入防止柵の設置及び維持管理の状況について、地区名、侵入防止柵の種類・設置距離、事業費、国費、被害金額、被害面積、被害量、被害が生じた場合の要因と対応策、設置に
　　係る指導内容、維持管理方法、維持管理状況、都道府県における点検・指導状況等を様式に具体的に記載し、添付すること。

　山口県全体の農林業被害額は、平成22年度の８億円をピークに減少傾向にあり、令和７年度は3.3億円まで減少した。
　最も被害額の大きいイノシシに関しては、減少傾向にあり、事業実施効果が大きいと感じている。
　一方、シカにおいては、生息域の拡大等もあり、近年、被害金額が高止まりしているが、事業実施により、被害の大幅拡大を抑制していると捉えている。
　今後も引き続き農林業被害を軽減するため、各種事業を活用しながら、地域住民主体の「捕獲」、「防護」、「生息地管理」による総合的な被害防止対策を推進し、地域ぐるみで取り組む被害防止活動を全県展開する。

- - - - - - - - - -

山口県

- R7 -
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　各鳥獣の被害金額にお
いては、目標達成には到っ
ていないものの、被害が減
少してており、捕獲圧の維
持が身を結んでいると思わ
れる。
　今後も継続して被害を減
少させていくために、加害
個体の捕獲、侵入防止柵
の整備、生息環境管理な
ど総合的な対策に努め、
地域ぐるみの被害防止活
動の取組を推進していただ
きたい。

※鳥獣被害防止対策シー
ト全て実施

　被害金額の約７割を占め
る鳥類については、ほぼ目
標を達成している。
　イノシシに関しては、目標
を達していないものの減少
傾向にあり、緊急捕獲活動
支援事業の効果がみられ
る。
　今後も継続して被害を減
少させていくために、加害
個体の捕獲、侵入防止柵
の整備、生息環境管理な
ど総合的な対策に努め、
地域ぐるみの被害防止活
動の取組を推進していただ
きたい。

※鳥獣被害防止対策シー
ト全て実施

　被害の大層を占めるイノ
シシに関して、被害金額が
基準年より増加している。

※鳥獣被害防止対策シー
ト全て実施
　緊急捕獲活動支援事業
の活用により捕獲強化を
進めているが、今後、被害
を減少させていくために、
加害個体の捕獲、侵入防
止柵の整備、生息環境管
理など総合的な対策に努
め、地域ぐるみの被害防止
活動の取組を推進してい
ただきたい。

周防大島町

上関町

田布施町

平生町有
害鳥獣捕
獲対策協

議会

周防大島
町有害鳥
獣捕獲対
策協議会

上関町有
害鳥獣捕
獲対策協
議会

田布施町
有害鳥獣
捕獲対策
協議会


